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X55a 硬X線観測で探る矮小銀河SBS 0335-052Eに付随する赤外線変動天体の正体
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極めて低質量・低金属量 (M∗ ≃ 107 M⊙, Z ≃ Z⊙/40)の青色コンパクト矮小銀河 SBS 0335-052E(z = 0.0134)
の赤外線スペクトルエネルギー分布には、約 800 Kelvinの高温ダスト放射成分が観測されている。我々はその高
温ダスト放射が数年のタイムスケールで光度変動を示していることを発見し、高温ダストの正体が中間質量ブラッ
クホール (MBH ≃ 104 M⊙)に付随する活動銀河中心核 (AGN)現象、すなわち光度変動する AGN降着円盤を取
り囲むダストトーラス放射であると推測した (Hatano et al. 2023, arXiv:2304.03726)。可視光の光度変動が観測
されないこと、及びChandra衛星で観測された軟X線 (0.5− 8 keV)光度が低いことから、もし中間質量AGNシ
ナリオが正しいのならばこのAGNは厚いガス・ダストで隠された heavily obscured AGNであると考えられる。
我々は中間質量 AGN シナリオの検証を目的として、ガス・ダストに対する透過力の高い硬 X 線に着目し、

SBS 0335-052Eに対する NuSTAR衛星による 180 ksecの硬 X線 (8 − 24 keV)観測を実施した。観測の結果、
SBS 0335-052Eからの硬X線放射は検出されず、AGNだと仮定した場合の (赤外線光度から期待される)硬X線光
度に比べて 1桁以上硬X線光度が小さいことが明らかになった。この結果から、SBS 0335-052Eに付随する光度変
動する高温ダスト放射の起源は (1)極めて厚い吸収体 (logNH[cm

−2] ≳ 25)によって隠されているCompton-thick
AGN、または (2)高光度の (未知の)突発・光度変動コンパクト天体からの直接放射、あるいはその天体を取り囲
むダスト領域からの赤外線再放射 (ダストエコー)、であると制限される。本講演では、硬X線を含む多波長観測
データから示唆される SBS 0335-052Eの全体像を議論する。


